
少

第
二
回

「
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
賞
」

の
受
賞
者
決
ま
る

昨
年
、
日
木
精
簿
者
愛
護
協
会
の
法

人
会
を
記
念
し
て
設
け
ら
れ
た
「
誕
生

日
あ
り
が
と
う
運
動
賞
」
は
、
全
国
の

精
薄
施
設
で
永
年
仕
事
に
従
事
さ
れ
て

こ
ら
れ
た
方
々
に
贈
呈
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
の
献
金
使
途
の
内
の
全
国
的

使
途
三
十
万
円
は
、
こ
の
第
二
回
「
誕

生
日
あ
り
が
と
う
運
動
賞
」
に
決
ま
り

ま
し
た
。
日
木
精
簿
者
愛
護
協
会
で
は

五
月
以
来
全
国
の
施
設
長
に
推
薦
を
依

頼
し
て
い
ま
し
た
が
、
八
月
七
日
の
表

彰
選
考
委
員
会
で
表
彰
受
賞
者
を
選
考

し
ま
し
た
。
氏
名
（
府
県
名
施
設

名
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

松
岡
せ
い
（
山
形
最
上
）
米
原
さ
く

（
群
馬
つ
つ
じ
が
丘
）
鹿
川
一
郎
（
埼

玉
斎
心
寮
）
大
村
よ
し
（
東
京
大

島
藤
倉
）
恩
曽
治
作
（
東
京
甲
の
原
）

大
島
キ
ン
（
神
奈
川
ひ
ば
り
が
丘
）

問
島
峰
子
（
岐
阜
み
ど
り
）
立
花
重

信
（
石
川
錦
城
）
高
崎
富
治
（
滋
賀

信
楽
）
田
代
雪
（
岡
山
由
加
）
北
島

松
子
（
広
島
六
万
）
河
野
ツ
ヤ
（
徳

島
あ
さ
ひ
）
小
林
ふ
み
（
福
岡
ひ

ま
わ
り
）
佐
々
木
恵
美
子
（
福
岡
若

久
緑
）
山
口
昭
子
（
熊
本
肥
後
）

こ
の
第
二
回
「
誕
生
日
あ
り
が
と
う

運
動
賞
」
は
九
月
十
九
日
か
ら
金
沢
で

開
か
れ
、
第
六
向
精
薄
者
施
設
職
員
研

究
協
議
会
に
、
受
賞
者
を
特
別
招
待
し

表
彰
状
と
と
も
に
賞
金
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。「

お
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
」
事
務

局
Ｉ
神
戸
市
葺
合
区
小
野
柄
通
二
の
五

青
陽
養
護
学
校
内
電
話
⑳
一
五
五
九

皿
月
加
日
か
ら
ｎ
月
３
日
ま

で
西
宮
の
津
高
和
一
画
伯
宅
で

第
七
回
〃
車
座
の
集
い
〃
が
開

か
れ
る
。

対
話
の
た
め
の
作
品
展
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
、
み
ん
な
が
車

座
に
な
っ
て
話
し
ま
し
ょ
う
と

い
う
こ
と
か
ら
〃
車
座
の
集

い
〃
の
名
が
つ
い
た
も
の
。

期
間
中
は
庭
で
展
覧
会
を
催

し
、
そ
こ
で
み
ん
な
が
気
楽
に

語
り
あ
う
と
い
う
わ
け
だ
が
、

ブ
ル
ブ
ル
ー
。
バ
リ
バ
リ
ー

夜
の
九
時
と
も
な
る
と
市
役
所

前
か
ら
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
一
帯

は
音
キ
チ
族
の
天
下
に
な
る
。

こ
の
界
隈
は
オ
フ
ィ
ス
街
で

夜
に
な
る
と
人
通
り
と
い
え
ば

ア
ベ
ッ
ク
か
外
人
船
員
ぐ
ら
い

な
も
の
。
お
ま
け
に
広
い
道
路

で
、
信
号
も
な
い
と
く
れ
ば
絶

好
の
サ
ー
キ
ッ
ト
〃
に
な
る
。

彼
ら
現
代
っ
子
た
ち
は
オ
ー
ト

バ
イ
、
ホ
ン
ダ
Ｎ
刑
、
サ
ー
ー
ー

ク
ー
ペ
な
ん
か
を
ひ
と
晩
中
と

ば
し
ち
ゃ
っ
て
ジ
ッ
に
カ
ッ
コ

☆
夜
の
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

音
キ
チ
繁
昌

☆
第
七
回
〃
車
座
の
集
い
〃

っ
た
が
、
多
数
来
館
し
、
盛
況

を
博
し
た
。

「
明
治
維
新
百
人
遺
墨
展
」

は
孝
明
天
皇
、
明
治
天
皇
を
は

じ
め
、
今
日
に
も
名
を
と
き
め

か
す
坂
本
竜
馬
、
高
杉
晋
作
、

勝
海
舟
、
吉
田
松
陰
、
西
郷
隆

盛
、
近
藤
勇
な
ど
の
幕
末
の
主

役
、
伊
藤
博
文
、
乃
木
希
典
、

岡
倉
天
心
、
徳
富
蘇
峰
、
森
鴎

外
、
夏
目
赦
石
な
ど
明
治
の
偉

人
、
英
雄
を
悉
く
網
羅
し
、
ま

さ
に
圧
巻
と
い
え
る
展
示
会
で

あ
っ
た
。

自

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、

激
動
を
つ
づ
け
た
極
東
の
一
孤

島
、
日
本
が
い
よ
い
よ
世
界
の

舞
台
に
登
場
す
る
梨
明
期
に
活

躍
し
た
先
人
た
ち
の
遺
墨
展
、

「
明
治
維
新
百
人
遺
墨
展
」
と

兵
庫
県
に
ゆ
か
り
の
深
い
人
や

功
労
の
あ
っ
た
先
覚
者
達
を
主

題
に
し
た
「
郷
土
百
人
の
先
覚

者
展
」
が
生
田
神
社
と
読
売
新

聞
社
の
主
催
で
９
月
妬
、
加
日

の
両
日
県
民
会
館
二
階
展
示
場

で
催
さ
れ
た
。

会
場
は
お
も
お
も
し
い
な
か

に
も
熱
っ
ぽ
い
雰
囲
気
が
た
だ

よ
い
、
二
日
間
だ
け
の
展
示
だ

い
い
。しか

し
、
こ
れ
ら
無
邪
気
に

遊
ぶ
カ
ッ
コ
い
い
若
者
達
も
、

一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
危

険
千
万
、
愛
を
語
る
ア
ベ
ッ
ク

や
附
近
の
住
人
に
と
っ
て
は
迷

惑
な
こ
と
こ
の
上
な
い
。
爆
音

高
く
夜
の
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
を

疾
走
す
る
音
キ
チ
族
よ
・
カ
ッ

コ
よ
さ
の
陰
に
は
迷
惑
が
あ
る

こ
と
を
忘
れ
ん
で
ほ
し
い
。

☆
明
治
は
去
ら
ず

ユロ

誕
生
日

あ
り
が
と
う

運
動

9６
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し
て
市
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
そ
れ
で
よ
い
。
こ
れ
な
ら
、
安
あ
が
り

で
、
い
つ
で
も
元
ど
お
り
に
な
る
。

湊
川
公
園
の
〃
神
一
戸
タ
ワ
ー
〃

と
く
に
”
日
に
は
広
田
善
緒
氏
か
は
な
い
。
和
田
氏
（
妬
）
は
☆
神
戸
名
物
〃
蛸
の
壷
〃

が
道
案
内
人
と
な
っ
て
〃
音
楽
奈
良
女
子
大
理
学
部
教
授
「
俳
東
京
道
玄
坂
店
開
店

を
…
…
〃
羽
日
は
て
ん
び
ん
グ
句
評
論
」
「
渦
」
同
人
、
東
灘
区

ル
ー
プ
の
足
立
巻
一
氏
が
〃
詩
本
山
町
岡
本
梅
ノ
谷
一
の
一
明
石
の
蛸
を
つ
か
っ
た
玉
子

を
…
…
〃
剖
日
は
津
高
和
一
氏
俳
句
評
論
社
刊
（
六
○
○
円
）
焼
の
味
を
江
戸
っ
子
に
と
、
神

が
〃
絵
画
を
．
…
：
〃
の
三
つ
の
戸
名
物
た
こ
焼
の
〃
蛸
の
壷
〃

集
い
が
あ
る
。

☆
漫
画
を
描
く
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
十
月
五
日
八
東
京
都
渋
谷
区

出
入
り
随
意
、
会
費
無
料
、
上
通
三
ノ
六
十
（
道
玄
坂
上
）

雨
天
決
行
の
こ
の
集
い
は
毎
回
９
月
加
日
Ｉ
蛎
日
生
田
筋
Ｔ
Ｅ
Ｌ
剛
二
三
九
二
Ｖ
に
開
店

京
阪
神
の
文
化
人
、
ジ
ャ
ー
ナ
の
安
田
画
廊
で
一
サ
ラ
リ
ー
マ
し
た
・

リ
ス
ト
、
コ
レ
ク
タ
ー
な
ど
多
ン
が
ユ
ニ
ー
ク
な
漫
画
展
を
開
八
千
草
薫
さ
ん
が
贈
っ
た
力

数
が
参
加
し
て
意
見
の
交
歓
が
き
、
好
評
を
博
し
た
。
ト
レ
ア
が
美
し
く
咲
く
店
内
は

数
が
参
加
し
て
意
見
の
交
獄
か
き
、
好
評
を
博
し
た
‐
ト
レ
ア
が
美
し
く
咲
く
店
内
は

行
な
わ
れ
る
異
色
の
集
い
で
あ
こ
の
青
年
は
前
川
義
人
さ
ん
神
戸
の
店
と
変
ら
ぬ
民
芸
調
の

る
。

と
い
う
二
十
五
才
の
住
友
ゴ
ム
イ
ン
テ
リ
ア
で
、
た
ち
よ
っ
た

に
勤
務
す
る
一
見
平
凡
な
サ
神
戸
っ
子
が
「
神
戸
の
店
を
想

☆
和
田
悟
朗
処
女
句
集
ラ
リ
ー
マ
ン
・
慶
応
大
学
在
学
い
だ
し
て
懐
し
い
」
と
喜
ぶ
こ

「
七
十
万
年
」
発
刊
中
か
ら
マ
ン
ガ
ク
ラ
ブ
に
所
属
と
し
き
り
。
間
口
が
狭
い
の
で

し
、
朝
日
新
聞
に
紹
介
さ
れ
た
神
戸
の
店
と
同
じ
く
席
の
後
が

．
：
‐
Ｉ
；
こ
と
も
あ
る
。
昨
年
卒
業
し
て
狭
く
て
通
り
に
く
い
こ
と
も
、

ざ
。
剛
》
坤
柵
い
》
》
秘
砕
一
．
》
蓉
訊
一
昨
詑
維
畦
軍
叫
獅
両
私
唾
罫
毛
枠
紬
酔
錨
管
峰
却
酷
岬

詩
人
に
架
せ
ら
れ
た
十
字
架
で

あ
ろ
う
か
。

死
に
方
を
思
う
や
白
く
飼
わ

れ
る
魚

氷
河
始
ま
る
わ
れ
を
貫
ぬ
く

熱
き
背
骨

鋭
気
み
な
ぎ
っ
て
、
静
か
に
透

明
で
あ
る
。
美
し
い
と
い
う
ほ

あ
る
通
り
、
発
達
し
過
ぎ
た
と
か
ら
も
よ
り
よ
い
作
品
を
描
い
ぶ
れ
も
賑
や
か
に
開
店
の
「
蛸
る
ょ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

言
っ
て
も
過
言
で
な
い
今
日
の
て
、
い
ず
れ
自
費
出
版
も
す
る
の
壷
」
へ
つ
め
か
け
た
。

一
の
よ
う
に
出
来
る
金
具
は
巾
販
さ
れ
て

遍
性
を
問
い
つ
づ
け
る
こ
と
は
と
今
後
の
抱
負
を
語
っ
て
い
東
和
睦
唖
酷
榊
冠
毛
亜
酷
鐸
錘
蒜
嘩
嘩
に
弛
挙
倶
霊
慨
鋤
迩
鋤
堕
唾

物
質
文
明
の
中
で
、
人
間
の
普
予
定
で
す
。
」

一
坤
郷
嘱
碗
詑
嘩
卸
皿
示
証
輯
鍔
畔
諏
雪

詩
人
に
架
せ
ら
れ
た
十
字
架
で
た
。

ん
ど
う
ぞ
お
出
か
け
を
。

鱗
潔
雨
蕊
溌
難

；
…
Ｉ
・
皇
ち
に
漫
画
の
も
つ
魅
力
に
惹
か
村
憲
吾
氏
が
、
わ
ざ
わ
ざ
中
国

「
こ
の
文
明
を
利
用
し
な
が
ら
れ
、
や
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
酒
の
準
備
を
と
と
の
え
た
も
の

他
方
で
は
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
た
。
表
面
上
の
ギ
ャ
グ
し
か
問
神
戸
新
聞
東
京
支
社
長
の
松
井

人
の
よ
う
な
単
純
な
感
覚
と
頭
題
に
さ
れ
な
い
漫
画
も
、
つ
く
高
男
氏
、
日
経
新
聞
の
岡
本
記

脳
と
を
も
っ
て
、
自
分
を
ふ
り
出
す
う
ち
に
広
い
視
野
か
ら
者
、
岩
島
道
枝
さ
ん
な
ど
東
京

く
め
た
自
然
の
姿
を
眺
め
て
き
も
の
を
み
る
よ
う
に
な
り
、
人
の
神
戸
っ
子
に
じ
ま
っ
て
、
民

た
」
と
作
者
「
あ
と
が
き
」
に
生
修
養
に
も
な
り
ま
す
。
こ
れ
芸
の
清
水
雅
夫
さ
ん
達
な
ど
顔

雲 ℃

鰯
(自動車評論家）

ク
の
ブ
タ
の
端
に
か
ま
せ
て
、
犬
を
い

大
正
姐
年
に
建
て
ら
れ
て
以
れ
て
、
針
金
で
、
ト
ラ
ン
ク
キ
ー
の
金

来
四
十
余
年
間
、
神
戸
名
物
と
具
ど
う
し
を
し
っ
か
り
し
め
つ
け
れ
ば

☆
姿
を
消
し
た
神
戸
タ
ワ
ー
｜
沖
極
龍
酎
垂
一
一
軒
維
浄
吟
詠
も
岬
永
劉

』顕Ｌ

9７

十
一
月
一
日
は
狩
猟
解
禁
。
ハ
ン
タ

ー
ブ
ー
ム
で
、
近
く
の
野
山
に
は
、
よ

い
猟
場
が
な
く
な
っ
た
。
ど
う
し
て
も

遠
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
犬
を

国
鉄
で
送
る
と
人
間
様
よ
り
高
く
つ
い

て
し
ま
う
。
ハ
ン
タ
ー
に
は
、
マ
イ
カ

ー
が
な
い
と
具
合
が
悪
い
・

マ
イ
カ
ー
に
犬
を
乗
せ
て
行
く
時
、

も
っ
と
も
手
っ
取
り
早
い
の
は
、
リ
ァ

ジ
ー
ト
を
は
ず
し
て
、
乗
せ
て
い
け
ば

よ
い
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
栄
せ
方
を

し
て
い
て
、
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
い
る

運
転
手
に
、
後
ろ
か
ら
ジ
ャ
レ
つ
い
て

操
縦
を
誤
ま
り
、
事
故
を
起
す
こ
と
が

よ
く
あ
る
。
リ
ア
シ
ー
ト
に
犬
を
積
む

こ
と
は
避
け
た
方
が
よ
い
・

で
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
？

ト
ラ
ン
ク
に
押
し
込
む
こ
と
で
あ
る
。

ト
ラ
ン
ク
に
押
し
込
ん
で
、
ブ
タ
を
き

っ
ち
り
し
て
し
ま
う
と
、
犬
が
か
わ
い

そ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
少
し
す
き

間
を
あ
け
て
、
ト
ラ
ン
ク
の
ブ
タ
を
す

る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

☆ドライバーメモな
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
十
セ
ン
チ
ぐ
ら

猟
犬
は
ト
ラ
ン
ク
に

川口陽之 、
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（
高
さ
前
脳
）
も
と
う
と
う
姿
講
し
汁
Ｖ
陵
Ⅱ
（
私
一
瞳
と
－
」
て
一
胆
Ｅ
』
Ⅱ
一
匹
一
宮
Ｅ
一
一
亀
に
圧
ヰ
芸
涌
（
：
…
：
：
‐
！

を
消
し
た
。
浅
草
の
旭
階
建
て
を
一
新
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
姫
路
・
琴
丘
高
）
日
野
真
智
子
は
稚
賑
皿
津
誹
参
か
麺
棒
捗
渉
”
刀
泡

の
塔
、
大
阪
の
通
天
閣
の
む
こ
る
。

（
兵
庫
・
新
宮
高
）
三
位
に
は
ツ
シ
ョ
ン
．
モ
デ
ル
と
し
て
活
躍
し
た

う
を
張
っ
て
建
て
ら
れ
た
当
初
藤
尾
悦
子
（
神
戸
・
須
磨
女
子
経
験
を
も
つ
新
人
。
映
画
出
演
と
し
て

は
人
気
を
呼
び
、
ま
た
戦
前
、
☆
女
子
高
校
生
に
モ
テ
た
高
）
尾
上
久
美
子
（
姫
路
・
飾
は
五
本
目
だ
が
、
も
ち
ろ
ん
、
主
演
は

戦
中
に
か
け
て
は
消
防
の
望
楼
服
飾
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
磨
高
）
三
宅
公
子
（
岡
山
・
就
は
じ
め
て
。
実
生
活
で
は
監
督
の
サ
ン

っ
た
く
無
用
の
長
物
に
な
っ
て
近
畿
・
北
陸
な
ど
全
国
の
高
校
実
物
作
成
の
う
え
、
シ
ョ
ー
形

し
ま
っ
た
。
そ
の
上
最
近
で
は
か
ら
一
一
、
三
三
七
点
の
応
募
が
式
の
発
表
会
を
行
い
、
神
戸
を

危
険
に
な
っ
て
き
た
た
め
、
公
あ
り
現
代
っ
娘
の
お
し
ゃ
れ
関
は
じ
め
各
地
で
開
催
さ
れ
る
。

園
整
備
工
事
で
徹
去
す
る
こ
と
心
度
が
い
か
に
レ
ベ
ル
が
高
い

に
な
っ
た
も
の
。
と
り
こ
わ
し
か
を
示
し
た
。
審
査
に
は
、
小
ｖ
▲
▼
▲
▼
▲

作
業
は
９
月
Ⅳ
日
か
ら
約
ふ
た
磯
良
平
、
白
川
渥
、
赤
根
和
生

実
高
）
さ
ん
他
記
名
が
入
賞
し
一
睦
司
呼
華
郵
浄
確
華
皿
噸
世
北
院
拙
砿

や
空
雲
の
監
視
所
な
ど
に
つ
か

わ
れ
て
活
躍
し
た
が
、
戦
後
は
福
冨
学
園
が
初
め
て
設
け
た
た
。

睦
稲
稗
穂
施
聡
銃
北
泳
顎
広
轄
岩
橋
傘
性
弛
峨
飾
娠
州
都
坪
砕
雛
融
涯
麺
偲
砕
麺
棒
葬
蓉
謬
瑳
耐
需
癖
咋
》
砕
諦
》
》
》
韮
識
呑
が
蛙

路
島
が
有
力
で
あ
ろ
う
、
ま
空
港
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
論
が
直
接
政
治
に
反
映
さ
れ
一
デ
ュ
キ
ュ
ロ
・
音
楽
は
最
近
め
き
め
き

た
、
着
工
は
札
幌
国
際
空
港
建
設
へ
の
提
案
を
行
っ
た
。
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
売
り
出
し
て
き
た
新
感
党
派
ジ
ャ
ッ
ク

よ
り
も
優
先
す
る
」
と
い
う
こ
の
「
隆
男
勺
○
両
日
○
句
運
輸
行
政
の
要
を
握
る
中
曽
一
・
ル
ー
シ
ェ
で
パ
リ
の
街
と
登
場
人
物

１
、
歩
．
・
・
・
．
１
三
：
〃
〃
／
、
今
：
さ
ノ
署
こ
も

際
議
論
鯛
蕊
鯛
冊
湧
恥
贈
離
唾
融
蛸
砦
織
弾
臆
燕
一
一
彫
鯉
蹴
噸
薙
蕊
調

数
三
百
台
の
駐
車
場
が
つ
く
ら
子
（
岡
山
・
新
見
高
校
）
一
等
た
。
こ
の
雨
あ
が
り
の
天
使
』
も
子

れ
、
附
近
一
帯
も
整
備
さ
れ
て
は
弥
十
郎
光
子
（
兵
庫
・
加
古
供
を
中
心
に
夫
婦
の
葛
藤
と
愛
を
描
ぃ

新
し
い
湊
川
公
園
と
し
て
面
目
川
西
高
）
二
等
は
田
中
美
穂
（
た
華
誇
心
雄
唯
緬
缶
窄
ヂ
ン
ゲ
ル
ノ
ン

今
．
一
一
ｒ
一
１
．
・
二
言
、
フ
ー
。
、
ｉ
，
ｒ
．
．
こ
・
・
一
一
ｊ
ノ
ｉ
ア
ア
一
Ｌ
罰
’
一

見
解
が
、
手
塚
運
輸
省
航
空
旨
四
○
ｚ
」
は
最
近
、
経
済
根
運
輸
大
臣
の
見
識
の
豊
さ

局
長
か
ら
発
表
さ
れ
た
。
団
体
な
ど
で
ま
と
め
ら
れ
た
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
の
関
西
新
国
際
空
港
の
ビ
ジ
ョ
ン
論
の
な
か
で
白
眉
だ
ろ
う
。
Ａ
Ｙ
Ｖ

9１

“が

。
毎
月
応
募
ハ
ガ
キ
の
中
か
ら
抽
選
で

十
名
様
を
試
写
会
に
ご
招
待
し
ま
す

Ｉ
〃
に
名
残
り
を
惜
し
ん
だ
。
福
冨
芳
美
学
長
が
加
っ
て
熱
心
最
近
の
洋
画
は
所
謂
成
人
映
画
が
氾

撤
去
後
は
地
下
に
二
層
、
広
に
討
議
さ
れ
た
。
濫
し
て
い
る
が
、
一
方
で
女
性
映
画
も

さ
一
万
二
千
平
方
脳
、
収
容
台
そ
の
結
果
特
賞
は
原
田
加
代
盛
ん
に
上
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

建
設
促
進
に
つ
い
て
は
神
戸
の
出
来
栄
え
と
、
中
央
で
は

青
年
会
議
所
が
加
周
年
を
迎
非
常
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い

え
た
記
念
行
事
と
し
て
全
面
る
。

的
に
と
り
あ
げ
関
西
新
国
際
こ
れ
は
、
神
戸
青
年
会
議

の
心
を
よ
ぎ
る
光
と
影
を
美
し
く
表
現

し
て
い
る
。
〈
東
和
配
給
〉

の
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神戸三宮生田ノ社ノ西

忘
年
会
、
一
一
幹
事
様
へ

美
容
と
健
康
に
プ
ラ
ス
し
ま
す

新
し
い
〃
味
〃

腕
を
ふ
る
っ
た

リ
ン
ゴ
酢
と
蜂
蜜
で

こ
の
お
い
し
さ
が

－．

一
個
図
画
ロ
●
．
●
，
。
一
○
人
、
一
一
○
人
、
三
○
人
、
四
○
人
、
一
○
○
人
で
も
一
部
屋
で
出
来
ま
す

一
闘
画
９
口
ロ
ー
●

又
■

‐

鰯 手“9９

電話・三の宮⑳０９３５

F 願隠
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ぼ
く
た
ち
は
「
悪
童
」
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
「
善
童
」
で
も
な
か
っ
た
。

“
姐
註

罰
Ｉ
上

ママ

ぼ
く
が
、
そ
の
軍
人
に
つ
れ
ら
れ
て
三
宮
駅
に
お
り
た
の
は
、

大
正
十
年
の
春
で
あ
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
、
三
宮
駅
は
い
ま
の
元
町
駅
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、

赤
レ
ン
ガ
の
ガ
ー
ド
が
あ
り
、
そ
れ
を
穴
門
と
呼
ん
で
い
た
。
そ

れ
が
い
ま
、
穴
門
筋
と
い
う
名
で
残
っ
て
い
る
。

駅
を
出
る
と
、
人
力
車
が
な
ら
ん
で
い
た
。
神
戸
だ
と
い
う
の

に
、
ど
う
し
て
神
戸
駅
で
お
り
な
い
の
か
ふ
し
ぎ
で
あ
っ
た
が
、

と
に
か
く
、
ぼ
く
は
軍
人
の
う
し
ろ
に
つ
い
て
、
チ
ン
チ
ク
リ
ン

の
き
も
の
を
着
て
小
犬
の
よ
う
に
歩
い
た
。
ぼ
く
は
長
崎
の
小
学

校
で
一
年
生
の
終
業
式
を
す
ま
せ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
と

き
、
一
年
生
の
総
代
に
指
名
さ
れ
て
、
は
じ
め
て
ず
っ
し
り
と
し

た
終
業
証
書
の
束
を
校
長
先
生
か
ら
も
ら
っ
た
。
そ
れ
は
ぼ
く
ひ

と
り
が
も
ら
う
も
の
と
思
っ
て
よ
ろ
こ
ん
だ
が
、
す
ぐ
に
同
級
生

に
一
枚
一
枚
配
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
が
っ
か
り
し

た
も
の
だ
。
そ
し
て
、
数
日
後
に
そ
の
中
尉
の
軍
人
が
ぼ
く
を
つ

れ
出
し
た
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
春
休
み
に
な
っ
た
ば
か
り
の
は
ず
で
あ
っ
た
。

そ
れ
な
の
に
、
ど
う
い
う
わ
け
か
、
そ
の
軍
人
は
草
い
る
の
ゆ

っ
た
り
し
た
マ
ン
ト
を
着
て
い
た
。
軍
人
は
短
い
口
ヒ
ゲ
を
立
て

ゆ
っ
く
り
胸
を
張
っ
て
正
面
ば
か
り
見
す
え
て
歩
く
ご
と
に
サ
ー

ベ
ル
が
長
靴
に
チ
ャ
カ
チ
ャ
カ
鳴
る
。
と
き
に
、
風
が
き
て
マ
ン

ト
が
ふ
わ
り
と
ひ
ろ
が
っ
た
。

ぼ
く
に
は
、
と
ろ
け
そ
う
な
幸
福
感
が
あ
っ
た
。

そ
の
草
い
る
の
マ
ン
ト
は
、
意
地
の
わ
る
い
悪
魔
の
黒
い
マ
ン

ト
で
は
な
く
、
と
て
つ
も
な
く
幸
福
な
と
こ
ろ
へ
ぼ
く
を
つ
れ
出

し
て
く
れ
る
奇
蹟
の
マ
ン
ト
の
よ
う
に
見
え
た
。

じ
っ
さ
い
、
そ
の
軍
人
は
長
崎
の
親
戚
の
染
物
屋
か
ら
ぼ
く
を

つ
れ
出
す
と
、
そ
の
日
は
汽
車
で
長
崎
県
の
大
村
と
い
う
と
こ
ろ

へ
つ
れ
て
ゆ
き
、
広
い
明
る
い
家
で
ご
ち
そ
う
を
し
て
く
れ
た
メ

ガ
ネ
を
か
け
た
き
れ
い
な
お
く
さ
ん
と
、
上
品
な
お
ば
さ
ん
が
い

て
、
ぼ
く
が
お
な
か
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
の
に
、
何
度
も
ご
飯
の

お
か
わ
り
を
す
す
め
た
。
大
村
に
は
歩
兵
連
隊
が
あ
り
、
軍
人
は

そ
こ
に
勤
務
し
て
お
り
、
そ
の
家
は
将
校
官
舎
で
あ
っ
た
の
だ
る

》
つ
。庭

に
は
池
が
あ
っ
て
、
そ
の
う
え
で
サ
ク
ラ
が
ふ
く
ら
ん
で
い

た
。
庭
の
む
こ
う
は
い
ち
め
ん
青
々
と
し
た
畑
で
、
い
い
匂
い
を

■

■
０
６
６
０
日
６
６
日
■
６
０
６
■
Ｈ
０
９
０
９
０
守
８
１
０
＄
日
日
８
６
０
６
０
６
日
６
０
０
日
も
０
４
軒
７
０
９
も
り
０
０
０
０
日
■
６
６
０
０
０
９
０
６
８
竹
４
０
６
０
０
日
１
０
■
０
口
■
■
０
日
日
０
日
■
Ｂ
０
０
９
Ｔ
８
８
６
８
０
０
０
８
８
０
０
０
８
０
１
１
０
０
６
０
１

－
前
号
ま
で
父
は
一
一
六
新
報
と
い
う
新
聞
の
同
人
で
あ
っ
た
が
、
一

一
ぼ
く
の
生
後
四
カ
月
で
急
死
し
、
た
め
に
母
と
実
家
へ
帰
り
、
ぼ
く
一

一
は
東
京
で
漢
学
者
の
祖
父
、
祖
母
に
育
て
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
祖
母
一

一
も
小
学
一
年
生
の
と
き
に
死
去
し
、
祖
父
に
つ
れ
ら
れ
て
故
郷
長
崎
一

一
に
引
き
あ
げ
た
が
、
そ
の
祖
父
も
死
ん
で
孤
児
と
な
り
、
親
戚
の
寺
一

一
や
染
物
屋
で
養
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
急
に
神
戸
の
母
の
実
家
へ
引
一

一
き
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

０
１
１
１
８
０
６
０
日
■
０
６
日
０
１
０
０
８
６
日
０
日
０
０
ｉ
０
０
０
１
０
ｉ
ｉ
２
４
８
Ｉ
■
６
０
０
０
日
０
０
０
０
Ⅱ
１
日
８
１
１
１
８
■
０
Ⅱ
０
０
０
ｉ
ｉ
０
０
４
ｌ
ｊ
１
８
８
８
ｉ
０
８
８
ｉ
ｉ
０
０
ｊ
０
Ｉ
Ｉ
ｆ
ｌ
０
８
０
８
６
６
０
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
０
ｋ
０
１
Ｉ
Ｉ
６
８
０
１
６
０
け

草
色
の
マ
ン
ト

１
１００
１

足
立
巻
一

え
・
津
高
和
一

年

J害驚－－‐
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匂

持
っ
た
風
が
吹
い
て
く
る
。

ほ
ど
な
く
、
電
灯
が
と
も
っ
た
。
ぼ
く
は
そ
の
明
か
る
い
の
に

も
、
び
っ
く
り
し
た
。
染
物
屋
で
ほ
ど
き
も
の
を
し
て
い
た
と
き

の
、
す
ぐ
眠
く
な
る
よ
う
な
う
す
暗
い
電
灯
と
は
ま
っ
た
く
ち
が

っ
て
、
電
球
で
、
部
屋
が
白
金
色
に
見
え
た
。

そ
の
う
ち
、
や
さ
し
い
お
ば
さ
ん
が
「
お
プ
ロ
に
お
は
い
り
な

さ
い
」
と
い
っ
た
。
湯
殿
も
新
し
く
、
木
の
香
が
ぷ
ん
ぷ
ん
に
お

っ
た
。
お
ば
さ
ん
は
総
ヒ
ノ
キ
の
湯
船
に
手
を
入
れ
、
し
ば
ら
く

か
き
ま
わ
し
、
「
あ
つ
か
っ
た
ら
い
っ
て
ち
ょ
う
だ
い
」
と
い
い
、

ぼ
く
の
顔
を
じ
っ
と
見
た
。
そ
れ
が
ま
ぶ
し
く
て
た
ま
ら
ず
、
思

わ
ず
目
を
そ
ら
し
た
。

１
１０１
１

膨~~．

坊

湯
船
は
と
て
も
大
き
か
っ
た
。
そ
の
な
か
に
た
っ
た
ひ
と
り
つ

か
っ
て
い
る
こ
と
が
、
な
ん
だ
か
心
配
な
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
れ

ま
で
、
そ
ん
な
お
プ
ロ
は
知
ら
な
か
っ
た
。
東
京
で
も
長
崎
で
も

銭
湯
だ
っ
た
し
、
お
寺
に
世
話
に
な
っ
て
い
る
と
き
も
五
右
衛
門

プ
ロ
で
お
尻
が
ひ
ど
く
あ
つ
か
っ
た
。

プ
ロ
か
ら
あ
が
る
と
、
お
ば
さ
ん
が
ノ
リ
で
固
い
ユ
カ
タ
を
着

せ
て
く
れ
、
「
あ
す
は
早
い
か
ら
、
す
ぐ
お
や
す
み
ね
」
と
い
っ

た
。
そ
う
し
て
導
か
れ
た
フ
ト
ン
も
き
れ
い
な
色
で
、
ふ
わ
ふ
わ

で
羽
の
よ
う
に
軽
か
っ
た
。
そ
ん
な
上
等
な
フ
ト
ン
も
は
じ
め
て

で
あ
っ
た
。

興
奮
し
た
の
か
、
こ
ど
も
の
く
せ
に
な
か
な
か
寝
つ
か
れ
な
か

っ
た
。
と
な
り
の
部
屋
で
は
、
軍
人
と
お
く
さ
ん
と
お
ば
さ
ん
と

が
し
き
り
に
話
し
あ
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
軍
人
の
声
は
ほ
と

ん
ど
聞
こ
え
ず
、
ふ
た
り
の
女
の
声
ば
か
り
が
つ
づ
く
。
そ
の
う

ち
、
ど
う
や
ら
話
は
ぼ
く
の
こ
と
に
な
っ
た
ら
し
い
。

「
あ
ん
な
ち
い
さ
い
子
じ
ゃ
い
う
の
に
、
賢
い
ね
え
。
お
プ
ロ
に

は
い
る
と
き
、
手
拭
い
で
ち
ゃ
ん
と
前
を
か
く
し
て
い
た
よ
」

お
ば
さ
ん
の
声
だ
っ
た
。
と
、
お
く
さ
ん
が
「
へ
え
」
と
感
心

し
た
よ
う
に
い
い

「
学
校
も
と
て
も
で
き
る
ん
で
す
っ
て
ね
。
お
そ
ろ
し
い
よ
う
な

子
ね
」と

、
つ
づ
け
た
。

ぼ
く
は
そ
れ
を
聞
き
と
め
て
、
ど
き
り
と
し
た
。
う
れ
し
く
な

り
、
得
意
に
な
り
、
そ
の
う
ち
何
だ
か
か
な
し
く
な
っ
て
き
た
。

プ
ロ
へ
は
い
る
と
き
、
手
拭
い
で
前
を
か
く
す
の
が
そ
ん
な
に
賢

い
こ
と
な
の
か
？
学
校
が
で
き
る
と
い
っ
て
も
、
一
年
を
二
度

や
っ
た
か
ら
で
、
自
分
の
こ
と
が
ず
い
ぶ
ん
誇
張
し
て
伝
え
ら
れ

て
い
る
の
を
知
っ
て
不
安
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
な
ぜ
、
「
お
そ
ろ

し
い
よ
う
」
な
の
か
？

お
そ
ら
く
、
放
浪
に
ち
か
い
生
活
の
う
ち
に
、
ぼ
く
は
ず
い
ぶ

ん
ヒ
ネ
こ
び
た
少
年
に
な
っ
て
い
た
の
に
ち
が
い
な
い
。
と
、
い

ま
で
は
思
う
。

そ
う
し
て
、
そ
の
軍
人
が
ぼ
く
を
つ
れ
て
い
っ
た
神
戸
の
家
は

生
田
筋
の
、
生
田
神
社
の
裏
門
を
す
こ
し
さ
が
っ
た
薬
局
で
あ
っ

‘~ﾏ詞
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■

ぼ
く
は
小
学
校
に
は
い
る
前
年
、
ば
あ
さ
ん
に
つ
れ
ら
れ
て
は

じ
め
て
長
崎
へ
帰
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
と
き
、
じ
い
さ
ん
は

ひ
と
り
お
く
れ
て
東
京
を
出
、
あ
と
か
ら
長
崎
へ
追
い
か
け
て
や

っ
て
来
た
。
後
年
、
じ
い
さ
ん
の
遺
稿
を
調
べ
て
い
る
と
『
西
下

た
。
見
あ
げ
る
と
、
く
り
ぬ
き
に
し
た
大
き
な
ト
ラ
の
看
板
が
か

か
っ
て
い
る
。
赤
い
口
を
大
き
く
あ
け
て
、
尻
尾
を
巻
き
あ
げ
て

い
る
。店

さ
き
に
は
赤
い
ポ
ス
ト
が
立
っ
て
い
た
。

そ
の
ト
ラ
の
看
板
と
ポ
ス
ト
さ
え
も
、
き
わ
め
て
幸
福
な
も
の

の
し
る
し
に
思
わ
れ
た
。
母
の
兄
の
家
で
あ
っ
た
。

日
記
、
一
名
疑
夢
源
録
』
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
の
紀

行
を
口
述
し
、
尾
崎
楓
鎧
が
筆
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
じ
い
さ
ん
は
大
正
九
年
二
月
、
わ
ざ
わ
ざ
信

越
線
、
北
陸
線
回
り
で
長
崎
へ
む
か
い
、
途
中
神
戸
に
下
車
し
て

い
る
．
じ
い
さ
ん
ｌ
敬
亭
散
史
が
三
宮
駅
に
お
り
た
の
は
二
月

四
日
正
午
で
あ
る
。

駅
に
は
た
く
さ
ん
の
出
迎
え
の
人
た
ち
が
カ
キ
を
つ
く
っ
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
、
自
分
を
出
迎
え
る
は
ず
の
人
は
来
て
い
な
い
。

腹
は
へ
る
し
、
失
望
の
き
わ
み
だ
。
し
か
た
が
な
い
の
で
人
力
車

を
や
と
っ
て
下
山
手
通
一
丁
目
の
家
を
た
ず
ね
る
。

キ
ッ
ゼ
ン

ソ
ピ

「
家
ヲ
見
ル
ー
、
大
虎
ノ
看
板
ア
リ
。
吃
然
ト
シ
テ
屋
上
二
誉
１

下
ハ
満
（
薬
）
店
ヲ
開
ク
」

店
に
は
い
っ
て
一
家
の
歓
迎
を
受
け
る
。
家
人
が
、
電
報
を
受

け
取
っ
て
早
朝
か
ら
昼
ま
で
交
替
で
出
迎
え
に
い
っ
て
い
ま
し
た

の
に
、
お
見
え
に
な
ら
な
い
の
で
心
配
し
て
い
ま
し
た
、
と
い
う

そ
こ
で
、
じ
つ
は
北
陸
線
回
り
で
来
た
こ
と
を
い
っ
た
。

イ
ワ
ウ
ベ

「
家
人
、
唖
然
ト
シ
テ
日
ク
、
宜
ナ
ル
哉
」

家
人
は
さ
っ
そ
く
膳
を
運
ん
で
来
る
。

「
第
一
一
一
欣
然
ト
シ
テ
挙
グ
ル
者
ハ
、
灘
醸
美
酒
ノ
ー
盃
ナ
リ
。

灘
ハ
海
内
ノ
銘
酒
。
名
ハ
及
バ
ズ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
実
味
ハ
伊
丹
一
一

ヨ
ダ
レ

勝
し
り
。
カ
ッ
テ
頼
山
陽
ヲ
シ
テ
挺
ヲ
垂
ラ
サ
シ
ム
・
余
モ
亦
入

神
第
一
ニ
此
ノ
美
酒
ヲ
飲
ム
・
…
：
」

つ
ま
り
、
灘
の
酒
に
す
っ
か
り
ご
き
げ
ん
に
な
っ
た
わ
け
だ
が

そ
の
こ
ろ
は
ま
だ
伊
丹
の
酒
の
ほ
う
が
有
名
だ
っ
た
ら
し
い
。

そ
れ
か
ら
、
さ
っ
そ
く
生
田
神
社
に
出
か
け
、
源
平
の
合
戦
を

し
の
び
、
夕
食
に
は
明
石
ダ
イ
が
出
て
喜
び
、
翌
日
か
ら
福
原
、

湊
川
神
社
、
諏
訪
山
を
見
物
し
て
長
崎
へ
出
発
し
て
い
る
。

ぼ
く
は
じ
い
さ
ん
の
二
年
の
ち
に
、
そ
の
大
ト
ラ
の
看
板
の
店

へ
つ
れ
て
い
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。
看
板
は
じ
い
さ
ん
さ
え
、
「
吃

然
ト
シ
テ
屋
上
一
一
誉
１
」
と
書
い
た
ほ
ど
だ
っ
た
か
ら
、
少
年
の

ぼ
く
に
は
と
て
つ
も
な
く
巨
大
に
見
え
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
大

き
な
誇
り
の
よ
う
な
感
情
が
こ
み
あ
げ
て
き
た
。

そ
の
店
に
は
伯
父
夫
婦
、
五
つ
年
し
た
の
男
の
子
、
七
つ
年
し

た
の
女
の
子
、
伯
父
の
母
と
姉
が
い
た
。
ぼ
く
に
は
従
弟
妹
、
外

明
治
四
十
四
年
、
大
阪
浜
田
日
報
社
発
行
『
名
所
図
会
』
（
敬
亭
敬
史
蔵
書
の

う
ち
）
か
ら

針
お
ゆ
局
や
平

匹

■

白

１
１０２
１

Ｐ一、
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祖
母
、
伯
母
に
あ
た
る
。

一
家
は
敬
亭
敬
史
の
『
西
下
日
記
』
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う

な
、
善
意
の
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
こ
と
に
、
伯
母
は
自
分
の
子
た

ち
と
差
別
し
な
い
よ
う
に
特
別
に
心
を
使
っ
て
い
た
し
、
い
と
こ

た
ち
は
ぼ
く
を
「
に
い
さ
ん
」
と
呼
び
な
ら
わ
す
よ
う
に
な
っ
た

が
、
ぼ
く
自
身
は
す
ぐ
に
草
い
る
の
マ
ン
ト
が
象
徴
し
た
幸
福
感

か
ら
醒
め
、
善
意
さ
え
も
素
直
に
受
け
取
ら
な
い
少
年
に
な
っ
て

い
た
。

Gjp．

草
い
る
の
マ
ン
ト
を
着
た
そ
の
軍
人
が
、
「
ジ
ュ
ン
ソ
さ
ん
」

と
い
う
名
で
あ
る
こ
と
を
、
や
が
て
伯
父
や
伯
母
の
話
か
ら
知
っ

た
。
母
の
イ
ト
コ
に
あ
た
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
「
ジ
ュ
ン
ソ
」

が
準
三
の
漢
字
を
あ
て
、
そ
の
姓
が
「
能
勢
」
で
あ
る
の
を
知
っ

た
の
は
、
中
学
に
は
い
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

函

〃＝

１
１０３
１

数
年
前
、
『
朝
口
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
を
何
気
な
く
ひ
ら
い
て
い
る

と
、
終
戦
特
集
記
事
の
ひ
と
つ
に
軍
人
一
家
の
そ
の
後
が
報
道
さ

れ
て
い
た
。
読
み
進
む
う
ち
に
、
そ
れ
が
ジ
ュ
ン
ソ
さ
ん
一
家
の

こ
と
だ
と
気
づ
い
て
声
を
あ
げ
そ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と

敗
戦
の
と
き
に
、
能
勢
準
三
は
陸
軍
少
将
で
あ
り
、
三
人
の
男
の

子
も
す
べ
て
幼
年
学
校
か
ら
陸
軍
士
官
学
校
を
卒
業
し
た
将
校
で

あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
敗
戦
の
打
撃
は
一
家
に
き
び
し
く
、
そ

れ
を
苦
闘
の
す
え
に
切
り
抜
け
た
と
い
う
記
事
で
あ
っ
た
。

準
三
元
少
将
は
旧
部
下
の
世
話
で
、
東
京
の
倉
庫
会
社
の
監
守

と
し
て
働
く
よ
う
に
な
り
、
老
齢
な
が
ら
毎
日
出
勤
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。
三
人
の
男
の
子
は
、
そ
れ
ぞ
れ
会
社
員
に
な

り
き
っ
て
い
る
、
と
あ
っ
た
。

元
少
将
は
グ
ラ
ビ
ア
一
ペ
ー
ジ
の
写
真
に
な
っ
て
い
た
。
暗
い

倉
庫
の
な
か
を
、
く
た
び
れ
た
セ
ピ
ロ
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
両
手
を
つ

っ
こ
ん
だ
ま
ま
巡
視
し
て
い
る
よ
う
な
ポ
ー
ズ
で
あ
っ
た
。

あ
た
ま
は
き
れ
い
に
は
げ
、
顔
に
は
深
い
シ
ワ
が
あ
っ
た
。
微

笑
し
て
い
る
が
、
奇
妙
に
暗
い
影
は
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
あ

の
幸
福
の
使
者
の
草
い
る
の
マ
ン
ト
は
ど
こ
に
も
な
か
っ
た
が
。

ぼ
く
は
さ
っ
そ
く
に
も
手
紙
を
書
こ
う
と
思
っ
た
。
と
こ
ろ
が

突
然
急
な
仕
事
が
お
こ
っ
て
巻
き
こ
ま
れ
、
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

は
ど
こ
か
へ
消
え
、
手
紙
を
出
す
機
会
を
う
し
な
っ
た
。

ぼ
く
は
い
ま
も
、
そ
れ
を
深
く
悔
い
て
い
る
。
（
つ
づ
く
）

☆
関
西
の
情
報
総
合
雑
誌

オ
ー
ル
関
西
郷
Ⅱ
月
号
一
九
○
円

八
書
店
に
て
発
売
中
ｖ

特
集
／
大
阪
湾
ポ
ー
ト
・
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
論

原
口
忠
次
郎
神
戸
市
長
に
き
く

対
談
／
戦
中
派
と
戦
無
派
は
つ
な
が
ら
な
い
／

黒
岩
重
吾
ｌ
赤
尾
兜
子

好
胤
対
話
／
命
を
か
け
て
生
命
を
ま
も
る

高
田
好
胤
ｌ
本
田
良
寛

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
／
現
代
人
問
学
Ｉ
遊
び
空
間
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

好
評
連
載
小
説
／
花
叙
紋
・
新
橋
遊
吉

名
作
の
中
の
関
西
／
佐
藤
春
夫
「
昌
子
皇
陀
羅
」
大
谷
晃
一

三
洋
新
人
文
化
賞
（
第
Ⅱ
回
）
発
表
／
立
体
造
形
部
門
福
岡
道
雄

発
行
所
／
大
阪
市
北
区
曽
根
崎
上
一
丁
目
三
○
八
千
代
会
館

オ
ー
ル
関
西
編
集
部
（
三
一
三
）
二
六
三
五

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



ハイセンスの紳士服で最高のおしゃれをノ

竜』

三 恵洋服店 神戸店一神戸大丸前
東京店一東急日本橋店1 階
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末績譲額

ー､宙Ｉ

ヤ
⑲、⑬⑲
００４４
７０９０
６９６４
８０９５

､:÷：

妙
騨

額橡絵画・洋画材料
室内工芸品

奪
雲
齢
融
繍
憾
姉
鎖
靭

三
宮
店
セ
ン
タ
ー
街
大
洋
劇
場
東
隣

元
町
方
面
で
の
お
買
物
は
。
…
．
．
…

元
町
店
元
町
通
３
丁
目
山
側

バ
ン
ブ
ウ
店
元
町
通
１
丁
目
不
二
家
前

アイワラ肖毒株式会社

斜が亀

１
１０６
１

白

会

コンタクトレンズ
日本コンタクトレンズ協会会員

国際コンタクトレンズ研究所
神戸市葺合区御幸通八丁目九ノー（三宮駅前）
神戸国際会館内ＴＥＬ（2 2 ）８１６１．（2 3 ）２５７０．

三宮・大丸北
トア・ロード
⑬1 3 0 9 . 6 2 3 4

神戸市生田区中山手通３～５２
トアロード筋

ＴＥＬ（3 9 ) ８６３６（3 3 ) ０８５４

白 アリ
一回全滅十年間責任保証
兵庫県環境衛生事業協会理事
日本白アリ対策協会認定防除施エ士
神戸商工会議所会員

美しさを保つ
スポーツに

美容に
科学が生んだ
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神戸っ子のみんなに愛される落ちついた喫茶店 ＳＴＡＮＤ
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神戸市生田区北野町３( いろりや上）ＴＥＬ2 2 - 2 9 2 6
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V I V A K I T A N O

神戸三宮センター街
ＴＥＬ⑳０２５６

確実正札完全冷暖房
静かに品選びの出来る店営業時間

ＡｏＭ、１１．３０～Ｐ.Ｍ、９

☆神戸・元町本通元一ピル２階ＴＥＬ（3 2 ）０９５８

皇茶愛

休廷

ＴＥＡＲＯＯＭ
1０７
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生田区加納町４

d 苧盆
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ＹＭＣＡ

生田筋･ 岸ビル地階ＴＥＬ3 3 - 4 6 3 7 ２Ｆ
レン

S ＮＡＣＫＢＡＲ

1０８

産錨聴P A x も鵠

神戸市生田区加納町４（阪急三宮山側但馬銀行北小路入る）
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むらかみ
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‘洋酒の店キャンテイ

にhiqn骨ｉ
榊晴夫ＴＥＬ ( 3 9 ) ３０６０，

２１３ＫＩＴＡＮＡＧＡＳＡ－ＤＯＲＩＩＫＵＴＡ－ＫＵＫＯＢＥ

j 鞠込

PI-lONE：里二二::龍 農拠唯…壁蓋些
ｿﾈﾋﾞﾙTEL22-3637髄雄端ずH;!:::：

密幾N

生田新道相互タクシー上る
1０９ 〃 朋小万

松田真理
生田・中山手２丁目８９．光ピル

子
聡 ＴＥＬ3 3 - 3 0 5 2
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